
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムを実現するための一つの手段として「地域ケア会議」があります。 

 

地域ケア会議は 

①個々の課題を検討する「個別地域ケア会議」 

②地区の課題を検討する「地域ケア会議」 

③全市的な課題を検討する「地域包括ケア協議会」 

があります。 

 

医療と介護の専門職と住民の皆さんが、顔の見える 

関係を作り、困りごと等の情報を共有し、役割分担 

をしながら、困りごとの解決にむけた検討を行う場が「地域ケア会議」です。 

 

「地域包括ケアシステム」は、今までに取り組んできた地域づくりや、地域福祉活動を 

継続していくもので、決して新たな取り組みをするものではありません。 

  

以前は、病気になってもかかりつけ医に往診に来てもらい、自宅で親を 

看取り、冠婚葬祭や困りごとは隣近所で助け合うという仕組みがあり 

ました。これを今の時代にそのまま当てはめることは難しいですが、 

 

① 医療と介護の専門職が連携した在宅サービスを提供すること 

② 向こう三軒両隣のような地域の支え合い（生活支援）の仕組みを 

つくること 

が地域包括ケアシステムです。 

これを松本市が以前から進めてきた地域づくりを基盤に、３５地区で実現を目指します。 

VOL.4 

地域ケア会議とは？ 

 
地域包括ケアシステム・松本モデルとは？ 



 

ひとりひとりが繋がり、大きなチカラへ！  

ひとりで頑張らない地域づくりを目指して 

担当：中央南地域包括支援センター 

  

 

庄内地区は、人口約１万４千人、地区内の町会が１５

町会ある市内でも比較的大きな地区です。地域包括ケア

システム構築に向けて「少数精鋭」で取り組もうと、庄

内まちづくり協議会の中に「地域包括ケア委員会」を立

ち上げて、地域包括ケアシステム構築への取り組みを開

始しました。地区内で取り組まれている有償サービスや

サロン活動の情報共有、「健康と暮らしの調査」結果から、

庄内地区の課題や今後の活動について話し合いを行いま

した。 

 

 

会議の中で、「会議ばかり重ねても意味がない、

できることをしていかないといけない、実際に動

ける人（サービスの担い手）を増やしていくこと

が大事ではないか？」との意見が出されました。

サービスの担い手増加や、担い手側がいかに不安

なく活動していただけるかが課題となりました。 

 

 

 

まずは実際に活動されている方同士の連携を深めよ

うと「庄内福祉のチカラ」が発足しました。そこでは、

実際に活動していく中での困りごとなどについて意見

交換をおこなっています。お互いのサロンの特徴を知り、

サロン同士の協力関係も築けるようになりました。また、

サロン運営者の中から有償の生活支援サービスを担っ

てくださる方が出るなど、少しずつ担い手の裾野が広が

ってきています。 

 

 

今後も定期的な情報交換を重ねながら、サービスの担い手を増やしていきたいと考えています。

また、地区内の介護保険事業所に協力をお願いし、専門職の知識やアイデアを取り入れながら、庄

内の地域づくりに取り組んでいきたいと考えています。 

庄内地区 

地域包括ケアシステムへの取組み

いろいろな会議で相談を受ける 

会議の開催から実働へ向けて 

いろいろな意見を取り入れて、住民みんなに優しい庄内地区へ 

「庄内福祉のチカラ」発足 「庄内福祉のチカラ」発足 




